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コ
レ
ラ
の
発
生

　

明
治
十（
一
八
七
七
）
年
二
月
、
旧
薩
摩
藩
士

で
明
治
維
新
の
立
て
役
者
、
西
郷
隆
盛
率
い
る
鹿

児
島
士
族
の
軍
と
、
明
治
新
政
府
軍
が
熊
本
城
を

中
心
に
争
っ
た
。
世
に
い
う「
西せ
い
な
ん南
戦
争
」だ
。
明

治
政
府
は
北
海
道
の
屯
田
兵
に
も
動
員
を
命
じ
、

琴
似
・
山
鼻
二
兵
村
で
一
大
隊
を
編
成
し
た
。
屯

田
兵
大
隊
の
幹
部
の
多
く
が
旧
薩
摩
藩
出
身
者

で
、
西
郷
と
も
関
わ
り
が
あ
り
、
複
雑
な
思
い
で

い
た
が
、
兵
員
は
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
で
西
郷
が
指
揮
す
る

明
治
新
政
府
軍
に
敗
北
し
た
東
北
諸
藩
の
士
族
で

あ
っ
た
た
め
、
鹿
児
島
の
士
族
か
ら
な
る
西
郷
軍

へ
の
敵
愾
心
は
旺
盛
で
あ
っ
た
。

　

屯
田
兵
大
隊
は
四
月
、
熊
本
県
に
上
陸
し
、
八

月
ま
で
激
戦
地
を
転
戦
。
九
月
に
札
幌
に
凱
旋
し

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
凱
旋
に
も
う
一
つ
余
計
な
も

の
が
つ
い
て
き
た
。
コ
レ
ラ
が
持
ち
込
ま
れ
た
の

だ
。

　

当
時
、
清
国（
現
在
の
中
国
）
で
コ
レ
ラ
が
流

行
し
て
お
り
、
そ
れ
が
西
南
戦
争
中
、
外
国
と
の

貿
易
都
市
・
長
崎
に
侵
入
し
た
。
清
国
か
ら
長
崎

へ
の
航
海
中
、
一
人
の
水
夫
が
死
亡
し
、
長
崎
の

外
国
人
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら

く
し
て
、
船
と
陸
と
を
行
き
来
す
る
外
国
人
を
世

話
し
て
い
た
日
本
人
水
夫
が
病
気
に
な
り
、
そ
の

日
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
。
コ
レ
ラ
に
感
染
し
た

の
だ
。
コ
レ
ラ
は
長
崎
か
ら
九
州
一
円
、
そ
し
て

全
国
に
広
が
っ
た
。

　

感
染
拡
大
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
西
南
戦
争

だ
っ
た
。

　

九
月
二
十
五
日
、
横
浜
か
ら
帰
還
す
る
屯
田
兵

を
乗
せ
た「
秋
津
州
丸
」が
函
館
に
入
港
し
た
と

き
、
船
内
で
二
人
が
発
症
。
三
日
間
の
停
泊
中
、
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西
南
戦
争
の
頃
、清
国
経
由
の

コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
、北
海
道
で
も

西
郷
さ
ん
の
タ
タ
リ
と
恐
れ
ら
れ
た
。

 

北
海
道
歴
史
秘
話
 ₄₀



更
に
八
人
が
発
症
し
た
た
め
、
罹
患
者
は
七
重
浜

に
臨
時
に
設
け
ら
れ
た
伝
染
病
専
門
病
院
に
収
容

さ
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
函
館
市
内
の
罹

患
者
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
数
十
人
に
達
し
た
。

ま
た
、
小
樽
で
も「
秋
津
州
丸
」
の
入
港
に
よ
っ

て
、
コ
レ
ラ
が
広
が
っ
た
。

「
西
郷
病
」

　

コ
レ
ラ
は
罹
れ
ば
イ
チ
コ
ロ
で
死
ぬ
こ
と
か
ら

「
コ
ロ
リ
」と
も
呼
ば
れ
た
が
、
西
郷
が
死
ん
で
鬼

に
な
っ
て
新
政
府
軍
を
殺
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

噂
が
広
が
り
、
人
々
は「
西
郷
病
」
と
呼
ん
で
恐

れ
お
の
の
い
た
。
当
時
は
ま
だ
ま
だ
呪
い
や
祈
祷

が
頼
り
の
時
代
。
函
館
・
札
幌
の
看
護
人
や
患
者

運
搬
人
た
ち
は
、
恐
怖
に
駆
ら
れ
て
解
雇
を
願
い

出
た
り
、
逃
げ
出
し
た
り
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
コ
レ
ラ
の
流
行
は
、
北
海
道
が
伝
染
病
に

無
防
備
で
あ
る
こ
と
を
露
呈
し
、
あ
わ
て
て
道
内

各
地
に
伝
染
病
専
門
病
院
が
建
て
ら
れ
、
医
師
や

病
院
不
足
を
見
直
し
た
。

　

当
時
の
コ
レ
ラ
の
予
防
・
消
毒
・
治
療
は
、
拙

劣
な
も
の
だ
っ
た
。
お
役
所
の
対
策
と
い
え
ば
、

集
会
や
ま
じ
な
い
・
祈
祷
の
禁
止
、
生
魚
・
野
菜

類
の
販
売
禁
止
、
清
掃
の
励
行
呼
び
か
け
の
ほ

か
、
石
炭
酸
水
の
散
布
程
度
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
年
、
全
国
の
患
者
は
一
万
三
七
一
〇
人
、

う
ち
死
者
は
七
九
六
七
人
を
数
え
、
道
内
の
患
者

総
数
は
一
二
七
人
、
う
ち
死
亡
が
九
三
人
で
あ
っ

た
。

止
む
こ
と
の
な
い
コ
レ
ラ
の
流
行

　

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
明
治
十
二（
一
八
七
九
）

年
四
・
五
月
頃
か
ら
、
コ
レ
ラ
が
再
び
九
州
・
四

国
で
発
生
。
た
ち
ま
ち
大
阪
・
兵
庫
に
蔓
延
し
、

全
国
各
地
へ
と
広
が
っ
た
。

　

開
拓
使
も
コ
レ
ラ
の
予
防
に
努
力
し
て
い
た
。

し
か
し
同
年
七
月
、
大
阪
か
ら
回
漕
し
た
商
船

「
八
幡
丸
」が
忍お
し
ょ
ろ路
に
停
泊
し
た
と
き
、
水
夫
が
突

然
死
亡
し
た
。
誰
も
コ
レ
ラ
患
者
と
は
気
づ
か
ず

そ
の
村
に
埋
葬
し
た
が
、
翌
日
に
会
葬
者
の
中
か

ら
罹
患
者
が
出
て
、
た
ち
ま
ち
付
近
の
住
民
に
伝

播
し
、
次
第
に
後
志
・
石
狩
・
室
蘭
へ
と
広
が
っ

て
い
っ
た
。

　

開
拓
使
は
予
防
の
た
め
、
道
内
各
港
に
検
疫
所

を
設
け
、
住
民
に
生
魚
・
貝
類
・
野
菜
類
の
販
売
、

劇
場
で
の
集
会
を
禁
止
し
た
。
こ
の
と
き
の
道

内
患
者
数
は
二
三
五
人
、
死
亡
者
は
一
二
〇
人
で

あ
っ
た
。

　

更
に
八
月
、
函
館
に
入
港
し
た
船
舶
に
コ
レ
ラ

罹
患
者
が
出
て
、
市
街
地
に
蔓
延
。
患
者
数
は
二

五
三
人
、
死
亡
者
は
一
八
六
人
を
数
え
た
。
ま
た
、

十
月
に
は
青
森
か
ら
紋
別
に
入
港
し
た
和
船
の
水

夫
か
ら
コ
レ
ラ
患
者
一
一
人
が
発
生
し
、
五
人
が

死
亡
し
た
。

　

結
局
こ
の
年
、
全
国
で
一
〇
万
人
以
上
が
死
亡

し
、
道
内
の
コ
レ
ラ
患
者
総
数
は
五
一
三
人
、
死

亡
者
三
一
五
人
と
な
っ
た
。

西
郷
さ
ん
の
タ
タ
リ

　

コ
レ
ラ
は
そ
の
後
ま
す
ま
す
猛
威
を
振
る
い
、

明
治
十
九（
一
八
八
六
）年
に
も
全
国
各
地
で
大

流
行
し
、
こ
の
年
も
死
亡
者
が
一
〇
万
人
を
超
え

た
。
北
海
道
で
も
七
月
に
、
横
浜
か
ら
函
館
に
入

港
し
た
船
の
水
夫
か
ら
罹
患
者
が
発
生
。
予
防
の

甲
斐
な
く
全
市
内
に
感
染
し
、
そ
の
後
全
道
の
港

へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
中
で
も
函
館
の
罹
患
者

が
多
か
っ
た
た
め
、
伝
染
病
専
門
病
院
に
収
容
で

き
な
い
患
者
が
巷
に
あ
ふ
れ
る
と
い
う
、
悲
惨
極

ま
る
有
様
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
年
は
つ
い
に
全
道
で
患
者
数
が
二
九
四
一

人
、
死
者
二
一
五
九
人
と
最
悪
と
な
り
、
西
南
戦

争
終
結
か
ら
一
〇
年
近
く
経
っ
て
い
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
西
郷
さ
ん
の
タ
タ
リ
」と
さ
さ
や
か

れ
た
。

　

そ
の
後
、
コ
レ
ラ
は
同
二
十
八（
一
八
九
五
）

年
に
北
陸
地
方
か
ら
流
行
し
、
北
海
道
も
八
八
人

が
罹
患
し
、
五
七
人
が
亡
く
な
っ
た
。
更
に
同
三

十
五（
一
九
〇
二
）年
の
全
国
で
の
流
行
に
よ
り
、

函
館
で
も
九
九
人
の
罹
患
者
が
出
て
、
七
三
人
が

亡
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
最
後
に
コ
レ
ラ
伝
染
病

の
猛
威
は
、
よ
う
や
く
下
火
と
な
っ
た
。

屯
田
兵
名
簿（
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
）

西
南
戦
争
出
征
時
の
病
死
者
の
名
簿
。

多
く
が
コ
レ
ラ
に
よ
る
も
の
だ
っ
た

海港検疫所（函館消毒所）（『明治大正期の北海道（目録編）』より転載）
内務省により建設が進められ、明治19年に函館区山背泊町に開設された

屯
田
兵
も
罹
っ
た

コ
レ
ラ・パ
ン
デ
ミ
ッ
ク



幼
児
期
～
学
生
時
代

　

私
は
、
大
通
公
園
近
く
で
生
ま
れ
、

乳
幼
児
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
母
が
映

画
好
き
な
人
で「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」、

「
汚
れ
な
き
悪
戯
」、「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲

に
乗
る
」な
ど
を
五
歳
前
後
で
一
緒
に

鑑
賞
。
五
歳
な
り
に
、
画
面
か
ら
伝
わ

る
悲
し
み
、
驚
き
、
喜
び
、
美
し
さ
、
不

可
思
議
さ
な
ど
を
感
性
で
受
け
止
め
て

「
も
の
が
た
り
」
を
体
全
体
で
味
わ
っ

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

長
じ
て
、
創
作
絵
本
が
出
回
り
始
め

た
学
生
時
代
は
、
本
屋
で
絵
本
を
よ
く

立
ち
読
み
し
て
い
ま
し
た
。
家
庭
教
師

の
ア
ル
バ
イ
ト
で
得
た
初
め
て
の
収
入

で
購
入
し
た
の
が﹃
な
つ
の 

あ
さ
﹄（
谷

内
こ
う
た
文
・
画
、
至
光
社
）。「
な
つ

の 

あ
さ
は 

み
ん
な 

し
ろ
い
」と
い
う

出
だ
し
の
詩
的
な
フ
レ
ー
ズ
と
絵
に
魅

せ
ら
れ
ま
し
た
。

女
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

　

当
時
女
子
大
生
へ
の
公
募
の
専
門

職
は
数
少
な
く
、
女
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

職
は
そ
の
一つ
。
報
道
に
関
心
が
高
か
っ

た
の
で
放
送
局
の
仕
事
を
得
て
、
あ
り

が
た
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
入
社
二
年

目
に
テ
レ
ビ
の
五
分
番
組
を
任
さ
れ
た

時
、
上
司
や
先
輩
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の

が「
こ
れ
か
ら
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
原
稿

を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え

企
画
・
取
材
し
、
自
分
の
言
葉
で
視
聴

者
に
伝
え
ら
れ
る
力
を
備
え
る
こ
と
」。

即
、
実
践
。
次
の
年
は
一
〇
分
番
組
に
。

三
年
弱
の
体
験
で
し
た
が
、
こ
の
間
に

培
っ
た「
自
分
で
想
い
、
考
え
、
行
動

し
、
耳
を
傾
け
、
己
の
言
葉
を
深
め
て

語
る
」
を
、
今
で
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

海
外
生
活
で

　

絵
本
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
の

は
、
海
外
生
活
が
き
っ
か
け
で
す
。
夫

の
国
際
機
関
勤
務
に
伴
い
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
四
年
間
の
マ
ニ
ラ
生
活
を
体
験
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
生
活
で
見
た
、
生
と
死
が

背
中
合
わ
せ
の
貧
し
さ
は
大
き
な
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
な
り
、
自
分
の
で

き
う
る
こ
と
で
少
し
で
も
周
囲
に
役
立

つ
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
多
様
性
を
認
め
合
い
、
支

え
合
う
大
切
さ
を
絵
本
の
朗
読
で
伝

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ス
タ
ー

ト
。
活
動
の
間
、
あ
り
が
た
い
出
会
い

の
数
々
が
あ
り
、
絵
本
創
作
の
チ
ャ
ン

ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

﹃
う
ま
れ
た
て
の
い
ろ
﹄

　

二
〇
〇
三
年
に
初
出
版
の﹃
う
ま
れ

た
て
の
い
ろ
﹄（
小
峰
書
店
）
を
上
梓
。

テ
ー
マ
は＂
生
ま
れ
て
く
る
も
の
に
は

そ
れ
ぞ
れ
色
が
あ
る
・
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
大
切
に
！
＂。「
あ
り
の
ま
ま
、
自

然
の
姿
を
大
切
に
」「
多
様
性
を
認
め

合
う
こ
と
」、
こ
れ
が
私
の
一
貫
し
た

テ
ー
マ
で
す
。

　
﹃
う
ま
れ
た
て
の
い
ろ
﹄
出
版
の
直

後
、
自
分
の
言
葉
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ

て
紡
が
れ
た
の
か
を
想
っ
た
時
、
北
海

道
の
自
然
に
戯
れ
遊
ん
だ
中
か
ら
言

葉
が
築
か
れ
た
と
思
い
当
た
り
、
郷
愁

に
か
ら
れ
ま
し
た
。
夫
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

「
よ
り
環
境
と
身
体
に
優
し
い
有
機
農

法
で
ワ
イ
ン
造
り
を
」「
ス
キ
ー
が
楽
し

め
る
雪
国
で
」
と
も
合
致
。
二
〇
一
〇

年
、
学
童
期
を
過
ご
し
た
札
幌
市
藻

岩
山
の
麓
の
原
風
景
が
あ
る
ニ
セ
コ
町

羊
蹄
山
麓
の
住
人
と
な
り
ま
し
た
。

﹃
ゆ
き 

ゆ
き 

ゆ
き
﹄

　

二
〇
年
余
り
過
ご
し
た
横
浜
で
出

会
っ
た
友
人
で
あ
り
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
み
ち
い
ず
み
は
、
私
の
言
葉
や

文
章
か
ら
素
敵
な
絵
を
描
い
て
く
れ
る

人
で
し
た
。﹃
ゆ
き 

ゆ
き 

ゆ
き
﹄の
た

め
の
下
絵
を
描
き
始
め
、
〇
七
年
秋
に

は
下
絵
が
完
成
。
し
か
し
、
癌
が
徐
々

に
進
行
し
、
完
治
し
て
か
ら
完
成
さ

せ
よ
う
と
約
束
し
ま
し
た
が
、
み
ち
は

一
五
年
春
天
国
へ
。
一
八
年
暮
れ
、﹃
ゆ

き 

ゆ
き 

ゆ
き
﹄完
成
を
目
指
し
、作
者
、

画
家
、
翻
訳
者
と
国
内
外
の
や
り
取
り

が
頻
繁
に
飛
び
交
う
一
〇
か
月
余
、
お

陰
様
で
作
者
と
し
て
納
得
の
い
く
作
品

に
な
り
ま
し
た
。

　

人
間
、
い
ず
れ
土
に
帰
り
ま
す
。
自

然
に
生
か
さ
れ
自
然
に
還
っ
て
い
く
命

の
円
環
で
の
存
在
。
目
に
見
え
な
い
微

生
物
も
含
め
、
息
づ
く
す
べ
て
を
内
包

す
る「
自
然
」
を
大
切
に
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
、
子
ど
も
時
代
に
自
然
と

戯
れ
遊
び
、
自
然
に
抱
か
れ
る
心
地
よ

さ
や
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
こ
そ
。
北
国

の
春
夏
秋
冬
、
山
の
麓
で
兄
と
姉
と
一

緒
に
駆
け
回
っ
て
遊
ん
だ
日
々
。
そ
の

冬
の
日
の
一
日
を﹃
ゆ
き 

ゆ
き 

ゆ
き
﹄

で
描
き
ま
し
た
。

　

早
朝
の
冷
た
い
空
気
に
、
時
を
刻
み

な
が
ら
青
空
に
輝
く
お
日
様
の
陽
射
し

が
優
し
く
滑
り
込
み
、
子
ど
も
た
ち
は

雪
遊
び
に
夢
中
に
な
り
、
時
を
忘
れ
て

過
ご
し
ま
す
。
た
と
え
寒
さ
が
肌
を
刺

し
、
息
を
止
め
る
よ
う
な
吹
雪
の
日
で

も
、
風
に
向
か
い
雪
を
漕
い
で
遊
ん
だ

子
ど
も
時
代
の
懐
か
し
い
記
憶
。
子
ど

も
の
こ
ろ
故
郷
・
北
海
道
の
大
自
然
と

触
れ
合
い
遊
ん
だ
日
々
が
、
長
い
人
生

を
生
き
抜
く
力
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
を
愛
す
る
気
持
ち
の
大
切
さ
！

﹃
ゆ
き 

ゆ
き 

ゆ
き
﹄
で
の
私
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

Interview

あ
う
る
の

杜
ほ
ん
ま
ま
ゆ
み
さ
ん

亡き友の下絵をもとに
絵本『ゆき ゆき ゆき』を

出版した絵本作家
ほんままゆみさんの
あうるの杜です。

絵
本
作
家

ほんま まゆみ
絵本作家、「ニセコワイナリー」共同運営。
1949年札幌に生まれ藻岩山の麓を駆け
回り育つ。多くの国を旅し、文化の違いや
様 な々暮らしを知り、認め合う大切さを学
ぶ。2010年、ニセコ町に移住。夫とオーガ
ニック・ワイナリーを営む。

『うまれたてのいろ』『うみがだいすきさ』
『こぐまのはっぱ』を創作。アメリカの絵本
『あこがれの機関車』を共訳する。いず
れも小峰書店より出版。
2020年11月、6年前に亡くなった親友の
イラストレーターみちいずみさんの遺した
下絵をもとに絵本『ゆき ゆき ゆき』を出
版。

自然を愛する
気持ちの
大切さを

撮影：重野 友紀
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成
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│
日
本
語
を
考
え
る

「
言
葉
に
見
る
欧
米
と
日
本
の
違
い
」

　

ア
メ
リ
カ
で
は
相
手
の
名
前
を
呼
ぶ
と
き
、
親
し
い
間
柄

で
あ
れ
ば
、
年
上
・
年
下
関
係
な
くJohn

と
かP

aul

と

か
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
ま
す
。
兄
弟
・
姉
妹
で
も

同
様
で
す
。brother

、sister
と
だ
け
し
か
言
わ
な
い
の
で
、

兄
な
の
か
弟
な
の
か
、
姉
な
の
か
妹
な
の
か
判
断
が
で
き
ず
、

日
本
人
で
あ
る
我
々
は
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。

　

ど
う
や
ら
欧
米
で
は
、
年
齢
の
上
下
に
よ
り
敬
意
を
表

現
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
、
欧
米
に
は
兄･

弟
の
関
係
を
重
視
し
た
家
父
長
制
が
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
そ
こ
が
日
本
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

英
語
が「I

」「W
e

」「Y
ou

」「H
e

」「S
he

」
な
ど
と
い
う

呼
び
方
し
か
も
っ
て
い
な
い
の
は
、
昔
か
ら
人
間
関
係
を
お
互

い
に
立
場
の
違
う
、
契
約
書
で
い
え
ば
甲･

乙
の
関
係
に
あ

る
者
と
認
め
て
い
た
か
ら
で
す
。
自
分
と
相
手
は
根
本
的
に

違
う
、
と
い
う
認
識
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
欧
米
語

の
人
称
代
名
詞
な
の
で
す
。

　

対
し
て
日
本
語
社
会
で
は
、い
つ
も
相
手
が
自
分
よ
り
上

な
の
か
下
な
の
か
、
親
し
い
の
か
疎
い
の
か
を
判
断
し
て
、
会

話
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
兄
貴
、
あ
の
野
郎
、
来
や
が
り
ま
し
た
ぜ
」
と
子
分
が
兄

貴
格
に
対
し
て
言
っ
た
と
し
ま
す
。
来
る
相
手
に
対
し
「
あ

の
野
郎
来
や
が
る
」と
侮
蔑
的
に
扱
っ
て
い
る
と
と
も
に
、「
ま

し
た
ぜ
」
と
言
っ
て
、
兄
貴
分
へ
の
敬
意
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
は
、
会
話
を
す
る
と
き
、
相
手
が
自
分
を
ど
う

見
て
い
る
か
と
い
う
、
上
下
関
係
に
神
経
を
使
い
、
相
手
に

ど
う
接
し
た
ら
い
い
の
か
、
ほ
ど
よ
い
度
合
い
を
考
え
な
が
ら

話
を
し
て
い
ま
す
。

　

言
葉
一つ
見
て
も
、
欧
米
と
日
本
と
は
随
分
違
う
も
の
で

す
ね
。

本年１月に『路地裏探索 道草画報』、２月に『ねぐせきょうだい』の各出版記念イベントを実施することができた。リア
ルなイベントを実現できたことを喜ぶと共に、様々な制約の中、出向いていただいた熱心な読者の皆さんに感謝する。  
一方、対面不要な電子図書館の数が増え、利用の活発化が伝えられる。道内出版社が運営する「北海道デジタル出
版推進協会（HOPPA）」による電子図書館への2020年の販売実績が、2019年の３倍を超えたという。また全国の
紙書籍・雑誌の2020年販売実績も、前年比１％強の減少にとどまった。コロナ禍が本への興味を呼び起こし、読書ス
タイルの多様化をさらに進めているようだ。改めて紙書籍の出版と併せて、デジタルでの提供にも努めていきたい。（Y）

■発行・編集／中西出版（株）
　〒007-0823 札幌市東区東雁来3条1丁目1-34
　電話011-785-0737 FAX011-781-7516
　E-mail: owl@nakanishi-shuppan.co.jp
■発行責任者／林下英二
■発行日／2021年３月15日

O W L  I N F O R M A T I O N

４つの時代を生きた激動の記憶

生理学から健康維持にアプローチ よみがえるあの時代の風景 毎朝がたのしい！

http：//nakanishi-shuppan.co.jp

町村金五の二十世紀
若林滋・著
定価：2,640円（税込）

おとなの養生訓
當瀬規嗣・著
定価：1,320円（税込）

路地裏探索 道草画報
松本浦作品集
松本浦・著
定価：1,980円（税込）

ねぐせきょうだい
加賀城匡貴・絵･文
定価：1,100円（税込）

　北海道知事として3期12
年を務めた町村金五。常に時
代のうねりの傍らを歩いたそ
の92年の生涯を通して激動
の明治から平成、北海道の
20世紀が鮮やかに甦ります。
　札幌農学校出身の父を持
つ金五は、札幌に生まれ旧制
二高、東京帝大へと進み官
僚として各地で要職を歴任。
戦後は国会議員、北海道知
事、自治大臣として日本、そし
て北海道に献身しました。歴
史を北海道からの視点で描く
著者の最新作。

　札幌医科大学医学部の當
瀬教授が健康維持の方法や
考え方を専門の生理学に則
して紹介する連載記事が待
望の単行本化。「お酒」「食」

「健康」「生活習慣」「知恵」
の5つのテーマで再編集され、
さらに読みやすくなりました。
　北海道建設新聞の人気
連載から厳選した69話に加
筆・訂正。軽妙なエッセイを気
軽に読み進むうちに、生活習
慣の偏りを積み重ねないため
のちょっとした知恵が身につ
く、現代の養生訓です。

　今なお路地の
片隅に存在してい
る、どこか昭和を
思い起こさせる家
並みや、未だ存在
感を放ち佇む古い
建物たちを描きた
めた、挿絵画家・
松本浦さんの初め
ての水彩スケッチ
画集。
　時代のひだに消えゆく街並みを描き続ける松本さんは、
札幌を中心に北海道内の港町や炭鉱、東京の街角などを
取材。懐かしさを感じる風景を温かなまなざしで描いていま
す。未発表を含む61点の作品を収録しました。

　朝起きるといつも「ね
ぐせ」が爆発している
ふたりの兄妹。ねぐせ
はいやいや、でも「おは
よう」とふたりが顔をあ
わせると、ねぐせがなに
かのかたちに見えてき
て……。
　毎朝いろんなかたち
になるこまっちゃうねぐ
せを、兄妹はいろいろな
ものに見立てていきま
すが、みなさんには何に見えるでしょうか。
　想像力を刺激する絵を、軽快なことばのリズムで楽しめ
る、次の朝になるのがわくわくしてくるような絵本です。

中西出版
四六判、411頁
2020年12月刊行

中西出版
四六判、159頁
2020年10月刊行

中西出版　A5判、128頁
2020年12月刊行

中西出版　A4変型判、32頁
2021年2月刊行

原初の素材で創る陶の作品集 コロナ禍に生まれたホンネの本

下沢敏也作品集〈改訂版〉
SHIMOZAWA TOSHIYA Clay Works
下沢敏也・著
定価：2,200円（税込）

いなかのほんね
北海道教育大学の学生26名＋來嶋路子・編
定価：1,100円（税込）

　2013年に刊行した
『下沢敏也作品集―
A r t  W o r k s  o f 
S H I M O Z A W A 
Toshiya』の改訂版。
初版から作品の入れ替
えや新作の追加を行
い、寄稿にも佐藤友哉
氏のほか森孝一氏、松
山聖央氏が加わり12
頁増と充実しました。
　土と語り合い、火に委ねてかたちづくられる作家の陶の
世界。自然のもつ生命の力がみなぎるダイナミックな作品
群のほか、陶筥や茶碗といった茶器も収録しています。全
文英訳付き。

　北海道岩見沢市の山あい
に住む人々に学生たちがイン
タビューする試みから、一冊
の本が誕生しました。学生の
問いに答えたのは、20年前
にパン屋を始めた夫妻やス
ポーツクラブを起業した青年、
商店街でお店を営む店主、半
年ほど前に移住した画家など
10組の多様な人々。
　炭鉱の閉山で過疎が進
み、大型スーパーもない地に
なぜ惹かれ、住むのか。語られ
た本音は、しなやかに生きるヒ
ントにあふれています。

中西出版　A4変型判、48頁
2020年10月刊行

中西出版
A6判、215頁
2021年3月19日刊行予定


